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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第47期

第２四半期連結
累計期間

第48期
第２四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 1,923,024 1,892,639 4,187,107

経常利益又は経常損失(△) （千円） △22,809 △57,116 13,632

当期純利益又は四半期純損失(△) （千円） △24,910 △59,947 9,547

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △20,270 △7,854 11,784

純資産額 （千円） 949,412 973,866 981,750

総資産額 （千円） 2,391,669 2,503,107 2,575,024

１株当たり当期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額(△)
（円） △3.53 △8.51 1.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.7 38.9 38.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △25,660 8,094 △24,952

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △10,728 △16,531 △27,512

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △98,954 △54,127 △56,073

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 941,027 905,690 968,231

 

回次
第47期

第２四半期連結
会計期間

第48期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) （円） △1.63 △3.15

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等(消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。)は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日～平成26年９月30日)におけるわが国経済は、政府による経済政

策や日本銀行による金融政策により、緩やかな回復基調が続いているものの、個人消費につきましては、消費税

率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減や夏場の天候不順による影響もあり、依然として先行きに不透明感が残

る状況となっております。

当社グループを取り巻く食品業界におきましては、消費者の節約・低価格志向が根強く、円安の進行による食

品原材料価格・エネルギーコストの上昇や物流コストの上昇など、引き続き厳しい経営環境が続いております。

このような経営環境の下、当社グループは「食」が持つ大切さを訴え続けるという企業使命を果たすため、

「地球環境を大切にし、食生活の提案を通して人々の健康的な生活向上に貢献する」の経営理念に基づき、第３

次中期経営計画『「５０周年を迎え、新購買層への更なるアプローチ」（平成26年４月１日から平成29年３月31

日まで）』の初年度となります当連結会計年度におきましては、売上高拡大のための各種の施策により、売上総

利益の額を増加させ、営業利益の確保を図るため、役員・社員一丸となって取り組んでおります。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの商品品目別売上高につきましては、「嗜好品・飲料」が夏

場の天候不順の影響により野菜果汁飲料の売上減があったものの、梅果肉ドリンク及びとうふドーナツ並びに

クッキー等の売上増により、前年同四半期比６百万円増(１．９％増)の３億３１百万円、「油脂・乳製品」が

マーガリン及びべに花油等の売上減があったものの、えごま油及びココナッツオイル等の売上増により、前年同

四半期比５百万円増(１．８％増)の２億７８百万円、「その他」がスチームオーブン及びデング熱の感染予防の

ための虫除けスプレー等の売上増により、前年同四半期比３百万円増(５．７％増)の７３百万円となりました。

しかしながら、「調味料」が有精卵マヨネーズ等の売上増があったものの、消費税率引き上げに伴う駆け込み需

要の反動減の影響を一番受けたことによる液体だし及びトマト・オニオンドレッシング等の売上減により、前年

同四半期比２３百万円減(３．９％減)の５億８２百万円、「副食品」が熟成発酵黒にんにく及びらっきょう甘酢

漬並びにパンケーキ等の売上増があったものの、いわし・ツナの缶詰及びパスタ等の売上減により、前年同四半

期比３百万円減(０．９％減)の３億８６百万円、「乾物・雑穀」が押麦及び蓮根粉等の売上増があったものの、

餅きび及びひじき等の売上減により、前年同四半期比５百万円減(３．９％減)の１億４４百万円、「栄養補助食

品」がコラーゲン等の売上増があったものの、ユーグレナ等の売上減により、前年同四半期比１２百万円減(１

１．８％減)の９５百万円となりました。

この結果、全体の売上高は、１８億９２百万円（前年同四半期比３０百万円減、１．６％減）となり、売上総

利益率も２５．７％と前年同四半期比０．６ポイント減となりました。販売費及び一般管理費は５億４６百万円

（前年同四半期比１６百万円増、３．１％増）となり、営業損益につきましては、営業損失５８百万円（前年同

四半期は営業損失２２百万円）となり、経常損益につきましては、経常損失５７百万円（前年同四半期は経常損

失２２百万円）という結果にて終了しました。また、四半期純損益につきましては、四半期純損失５９百万円

（前年同四半期は四半期純損失２４百万円）となりました。
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品目別販売及び仕入実績の状況

　当社グループの事業は単一グループであり、当第２四半期連結累計期間の販売及び仕入実績をセグメントごと及

び事業部門ごとに示すことができないため、品目別に示すと、次のとおりであります。

 

①　販売実績

品目別

前第２四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年９月30日) 主要商品

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)
前年同四

半期比

油脂・乳製品 273,888 14.3 278,943 14.7 1.8％増
マーガリン・べに花油・えご
ま油・オリーブ油・ココナッ
ツオイル

調味料 605,860 31.5 582,288 30.8 3.9％減

醤油・味噌・砂糖・塩・酢・
カレー・シチュー・マヨネー
ズ・ドレッシング・液体だ
し・顆粒だし

嗜好品・飲料 325,691 16.9 331,999 17.6 1.9％増
菓子・野菜果汁飲料・お茶・
ドライフルーツ

乾物・雑穀 150,152 7.8 144,254 7.6 3.9％減

小麦粉・パン粉・米・雑穀・
鰹節・昆布・ひじき・蓮根
粉・ハトムギ粒・餅きび・押
麦

副食品 389,845 20.3 386,394 20.4 0.9％減

ジャム・スープ・レトルト食
品・麺類・缶詰・熟成発酵黒
にんにく・パンケーキ・らっ
きょう甘酢漬

栄養補助食品 108,245 5.6 95,445 5.0 11.8％減

青汁・キダチアロエ・梅エキ
ス・ユーグレナ・ハトムギ酵
素・乳酸菌・天茶エキス・コ
ラーゲン

その他 69,340 3.6 73,313 3.9 5.7％増
トイレタリー・機械器具・化
粧品・虫よけスプレー

合　計 1,923,024 100.0 1,892,639 100.0 1.6％減 －

※　１　主要顧客(総販売実績に対する割合が10％以上)に該当するものはありません。

　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

②　仕入実績

品目別

前第２四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年９月30日)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 前年同四半期比

油脂・乳製品 199,945 14.2 210,601 15.2 5.3％増

調味料 451,018 31.9 426,817 30.7 5.4％減

嗜好品・飲料 248,657 17.6 252,024 18.1 1.4％増

乾物・雑穀 120,022 8.5 116,613 8.4 2.8％減

副食品 264,996 18.8 254,631 18.3 3.9％減

栄養補助食品 71,262 5.0 62,993 4.5 11.6％減

その他 56,536 4.0 67,315 4.8 19.1％増

合　計 1,412,439 100.0 1,390,998 100.0 1.5％減

※　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 財政状態の分析

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて１億５９百万円の減少となりました。この主な要因は、「受取手形

及び売掛金」の９０百万円減少及び「現金及び預金」の６２百万円減少などによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて８７百万円の増加となりました。この主な要因は、「投資有価証

券」の８０百万円増加などによるものであります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて７１百万円減少し、２５億３百万円となりました。

 

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて１８百万円の減少となりました。この主な要因は、「短期借入金」

の２８百万円増加などがあったものの、「支払手形及び買掛金」の４１百万円減少などによるものでありま

す。

　固定負債は、前連結会計年度末と比べて４５百万円の減少となりました。この主な要因は、「繰延税金負

債」の２８百万円増加などがあったものの、「長期借入金」の７８百万円減少などによるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて６４百万円減少し、１５億２９百万円となりました。

 

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べて７百万円の減少となりました。この主な要因は、「その他有価証券評

価差額金」の５２百万円増加があったものの、「四半期純損失」の５９百万円などによるものであります。

 

② キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、営業活

動の結果８百万円を得て、投資活動の結果１６百万円及び財務活動の結果５４百万円を使用し、当第２四半期

連結会計期間末には９億５百万円(前年同四半期比３５百万円減)となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動に係るキャッシュ・フローとして税金等調整前四半期純損失５６百万円及び仕入債務の減少額３５

百万円などにより一部相殺されたものの、売上債権の減少額８９百万円などにより、営業活動の結果獲得した

資金は８百万円(前年同四半期は２５百万円の使用)となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に係るキャッシュ・フローとして有形固定資産の取得による支出９百万円及び保険積立金の積立に

よる支出７百万円などにより、投資活動の結果使用した資金は１６百万円（前年同四半期比５百万円増)とな

りました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に係るキャッシュ・フローとして短期借入金の純増額５０百万円により一部相殺されたものの、長

期借入金の返済による支出１億円及びリース債務の返済による支出４百万円などにより財務活動の結果使用し

た資金は５４百万円（前年同四半期比４４百万円減)となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１０百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式  20,000,000

計  20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,055,000 7,055,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

1,000株

計 7,055,000 7,055,000 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成26年７月１日～

 平成26年９月30日
― 7,055,000 ―  920,465 ―  411,979

 

(6)【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

 中村　靖  横浜市神奈川区 839 11.89

 中村　澄子  横浜市神奈川区 782 11.08

 創健会(取引先持株会)  横浜市神奈川区片倉２－３７－１１ 630 8.92

 太田油脂株式会社  愛知県岡崎市福岡町字下荒追２８ 590 8.36

 株式会社横浜銀行

 (常任代理人　資産管理サービス信

 託銀行株式会社)　

横浜市西区みなとみらい３－１－１

(東京都中央区晴海１－８－１２晴海アイラン

ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟)　

317 4.49

 月島食品工業株式会社  東京都江戸川区東葛西３－１７－９ 218 3.10

 創健社従業員持株会  横浜市神奈川区片倉２－３７－１１ 205 2.91

 有限会社タカ・エンタープライズ  横浜市神奈川区片倉２－３７－１１ 196 2.77

 原田　こずえ  横浜市神奈川区 189 2.68

 健康コーポレーション株式会社  東京都新宿区北新宿２－２１－１ 171 2.42

計 － 4,139 58.67
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

 無議決権株式 ― ― ―

 議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

 議決権制限株式(その他) ― ― ―

 完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
 普通株式

6,000
― ―

 完全議決権株式(その他)
 普通株式

7,041,000
7,041 ―

 単元未満株式
 普通株式

8,000
― １単元(1,000株)未満の株式

 発行済株式総数 7,055,000 ― ―

 総株主の議決権 ― 7,041 ―

 (注)　１「完全議決権株式(その他)」欄には証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権４個)含まれております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式759株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

 所有者の氏名
又は名称

 所有者の住所
 自己名義

所有株式数(株)
 他人名義

所有株式数(株)

 所有株式数
の合計
(株)

 発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 株式会社　創健社
 横浜市神奈川区片倉二丁目

 37番11号
6,000 ― 6,000 0.09

 計 ― 6,000 ― 6,000 0.09

(注)　上表は、単元未満株式759株を除いております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,169,818 1,107,419

受取手形及び売掛金 663,405 573,183

有価証券 32,312 32,320

商品及び製品 192,138 190,197

仕掛品 89 174

原材料及び貯蔵品 24,387 23,326

その他 24,239 20,277

貸倒引当金 △1,678 △1,582

流動資産合計 2,104,714 1,945,317

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 286,956 289,116

減価償却累計額 △224,666 △227,695

建物及び構築物（純額） 62,290 61,421

土地 79,033 79,033

リース資産 35,791 39,487

減価償却累計額 △14,808 △18,617

リース資産（純額） 20,983 20,870

その他 177,767 176,041

減価償却累計額 △167,819 △162,648

その他（純額） 9,947 13,393

有形固定資産合計 172,255 174,718

無形固定資産   

のれん 354 265

その他 15,743 12,995

無形固定資産合計 16,097 13,261

投資その他の資産   

投資有価証券 134,711 215,280

保険積立金 109,342 117,115

その他 39,307 38,049

貸倒引当金 △1,405 △635

投資その他の資産合計 281,956 369,810

固定資産合計 470,309 557,790

資産合計 2,575,024 2,503,107
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 490,374 448,938

短期借入金 445,056 473,954

リース債務 7,738 8,358

未払法人税等 6,698 5,543

賞与引当金 11,318 10,113

その他 84,183 79,751

流動負債合計 1,045,368 1,026,659

固定負債   

長期借入金 219,704 140,718

リース債務 14,329 13,722

繰延税金負債 21,203 49,400

役員退職慰労引当金 86,400 90,000

退職給付に係る負債 180,303 181,358

その他 25,964 27,382

固定負債合計 547,905 502,581

負債合計 1,593,273 1,529,241

純資産の部   

株主資本   

資本金 920,465 920,465

資本剰余金 411,979 411,979

利益剰余金 △388,713 △448,660

自己株式 △1,153 △1,183

株主資本合計 942,576 882,600

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 38,443 90,680

その他の包括利益累計額合計 38,443 90,680

少数株主持分 730 585

純資産合計 981,750 973,866

負債純資産合計 2,575,024 2,503,107

 

EDINET提出書類

株式会社創健社(E02791)

四半期報告書

11/18



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 1,923,024 1,892,639

売上原価 1,415,960 1,405,340

売上総利益 507,063 487,298

販売費及び一般管理費 ※ 529,472 ※ 546,013

営業損失（△） △22,409 △58,714

営業外収益   

受取利息 100 82

受取配当金 954 1,438

仕入割引 1,199 1,257

貸倒引当金戻入額 332 281

為替差益 － 24

破損商品等賠償金 322 119

その他 834 950

営業外収益合計 3,742 4,155

営業外費用   

支払利息 3,205 2,493

為替差損 932 －

その他 6 64

営業外費用合計 4,143 2,558

経常損失（△） △22,809 △57,116

特別利益   

固定資産売却益 207 407

特別利益合計 207 407

特別損失   

固定資産除却損 376 0

特別損失合計 376 0

税金等調整前四半期純損失（△） △22,979 △56,709

法人税、住民税及び事業税 3,346 3,382

法人税等合計 3,346 3,382

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △26,325 △60,091

少数株主損失（△） △1,415 △144

四半期純損失（△） △24,910 △59,947
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △26,325 △60,091

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 6,054 52,237

その他の包括利益合計 6,054 52,237

四半期包括利益 △20,270 △7,854

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △18,855 △7,709

少数株主に係る四半期包括利益 △1,415 △144
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △22,979 △56,709

減価償却費 11,762 12,489

のれん償却額 － 88

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,005 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 1,054

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,300 3,600

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,145 △1,205

貸倒引当金の増減額（△は減少） △38,006 △865

受取利息及び受取配当金 △1,054 △1,521

仕入割引 △1,199 △1,257

支払利息 3,205 2,493

為替差損益（△は益） 932 △24

固定資産除却損 376 0

固定資産売却損益（△は益） △207 △407

売上債権の増減額（△は増加） 41,472 89,286

破産更生債権等の増減額（△は増加） 38,176 769

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,897 2,917

仕入債務の増減額（△は減少） △45,577 △35,263

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,515 4,822

その他 △8,279 △6,813

小計 △18,632 13,454

利息及び配当金の受取額 1,761 1,299

利息の支払額 △3,302 △2,324

法人税等の支払額 △5,488 △4,335

営業活動によるキャッシュ・フロー △25,660 8,094

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △233,900 △233,900

定期預金の払戻による収入 235,100 233,750

投資有価証券の取得による支出 △137 △136

有形固定資産の取得による支出 △820 △9,368

有形固定資産の売却による収入 219 432

無形固定資産の取得による支出 △2,143 －

貸付けによる支出 △1,500 －

貸付金の回収による収入 355 406

保険積立金の積立による支出 △7,952 △7,772

その他 50 56

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,728 △16,531

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 50,000

長期借入れによる収入 20,000 －

長期借入金の返済による支出 △114,737 △100,088

リース債務の返済による支出 △4,029 △4,005

自己株式の取得による支出 △188 △33

財務活動によるキャッシュ・フロー △98,954 △54,127

現金及び現金同等物に係る換算差額 △932 24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △136,276 △62,540

現金及び現金同等物の期首残高 1,077,304 968,231

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 941,027 ※ 905,690
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　有形固定資産その他（機械装置）の減価償却の方法については、従来、連結子会社髙橋製麺株式会社は定率法を採

用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　この変更は、有形固定資産その他（機械装置）の使用状況などを検証した結果、長期安定的な稼働が見込まれるこ

とから、定額法による減価償却の方法を採用する方が稼働実態をより適切に反映すると判断したために行ったもので

あります。

　この変更による当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽

微であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

荷造運送・保管費 126,472千円 132,607千円

給料手当及び賞与 150,441 155,464

研究開発費 11,778 10,999

退職給付費用 17,039 19,151

役員退職慰労引当金繰入額 3,300 3,600

賞与引当金繰入額 6,787 9,713

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 1,143,074千円 1,107,419千円

有価証券(ＭＭＦ等) 32,304 32,320

預入期間が３か月を超える定期預金 △234,350 △234,050

現金及び現金同等物 941,027 905,690

 

（株主資本等関係）

　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　配当金の支払額

　　該当事項はありません。

 

　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

　配当金の支払額

　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間(自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

　当社グループは、健康自然食品の卸売業として単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

　当第２四半期連結累計期間(自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

　当社グループは、健康自然食品の卸売業として単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △3円53銭 △8円51銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額(△)（千円） △24,910 △59,947

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)（千円） △24,910 △59,947

普通株式の期中平均株式数（株） 7,049,602 7,048,360

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月11日

株式会社創健社

取締役会　御中

 

監査法人　保森会計事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 若林　正和　　印

     

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大東　幸司　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社創健社

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社創健社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

※１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。

※２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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